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Ａ．研究目的 
 Campylobacterによる食中毒は我が国において、細
菌性食中毒の中で最も発生事件数が多く、我が国の
みならず世界中で問題となっている。しかしながら
本菌属は、検出・培養に時間がかかるため、食品の
安全確保には、迅速かつ簡便でかつ高感度の検出方
法の構築が重要となる。そのため、Campylobacter
属菌の中で我が国において食中毒細菌に指定され
ているC. jejuni、C. coliを迅速かつ簡便に検出する
イムノクロマトグラフィーの構築を目標に、これま
でに研究代表者が作製してきた抗体の検証を行う
ことを目的とする。 
 本研究では、これまで特異性の評価を行ってきた
C. jejuniのみまたはC. jejuniおよびC. coliに反応す
る抗体の、反応する培養条件および標的タンパク質
の決定を試みた。 
 
Ｂ．研究方法 
1). C. jejuniを血液寒天培地または血液を含まない
Bolton基礎培地にて培養した後ウエスタンブロッ
ティングを行い各菌体と抗体との反応性について
評価を行った。 
2). C. jejuniの菌体破砕上清と各抗体を混和し反応
させたのちrProteinAカラムを用いて抗体と反応し
た菌体タンパク質を抗体とともに粗精製を行った。
得られたフラクションについてSDS-PAGEおよび

ウエスタンブロッティングにて標的タンパク質の
存在を確認した。 
 
（倫理面への配慮） 
該当しない 
 
Ｃ．研究結果 
1). 今回評価を行った抗体はどちらも血液寒天培地
にて培養した菌体と強く反応したが、Bolton基礎培
地とした菌体との反応性は確認されなかった。 
2). Buffer条件を界面活性剤を加えた条件にて精製
を行うことで、溶出フラクションよりウエスタンブ
ロッティングにより標的タンパク質を検出し粗精
製に成功した。 
 
Ｄ．考察 
 今回評価を行った抗体はBolton基礎培地で培養
した菌体とは反応しなかったことより、抗体の標的
タンパク質はCampylobacterにおいて常時発現して
いるタンパク質ではないと考えられる。今後、食品
等を汚染しているCampylobacterを検出するにあた
り、食品中のCampylobacterにおいても標的タンパク
質が発現しているのか、および発現する条件につい
て検討していく必要があると考えられた。 
 また、粗精製したサンプルより、プロテオソーム
解析により標的タンパク質を決定していく。 

研究要旨 
＜目的＞Campylobacter jejuniおよび C. coliに対する特異的抗体が反応する菌体の条件の検
討および標的タンパク質の決定 
 
＜方法＞C. jejuni 特異的または C. jejuni, C. coli に特異的反応する抗体が反応する際の
Campylobacter の培養条件を検証した。これらの抗体の標的タンパク質を決定するために抗
体アフィニティークロマトグラフィーによる、標的タンパク質の粗精製を行った。 
 
＜結果＞各抗体は、Bolton 培地で培養した菌体とではなく血液寒天培地上で培養した際の
菌体で、標的タンパク質と反応した。抗体アフィニティークロマトグラフィーによる標的
タンパク質の粗精製法を構築した。 
 
＜まとめ＞粗精製したサンプルより、プロテオーム解析により標的タンパク質を決定して
いくとともに、抗体のエピトープについても明らかとしていく。標的タンパク質の発現条
件についてもさらに検証していくことで、今後検出系の構築において、適切な抗体または
サンプルの調整法についても検討を行っていく。 
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Ｅ．結論 
 今後抗体を用いてCampylobacterの検出系を構築
していくにあたり、菌種の特異性のみならず、菌体
中の標的タンパク質の発現状態についても検証す
る必要があることが明らかとなった。 
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